
都市高速鉄道第10号線

京工電鉄京工線 (笹塚駅～つつじケ丘駅間)の

連続立体交差化 ・複々線化

および関連側道の都市計画素案などの説明会

開催日時 :平成 21年 11月 16日 (月)

午後 7時 00分 ～午後 8時 38分

開催場所 :永福南小学校体育館 (杉並区永福 1-7-6)



午後 7時 00分 開 会

・開 会

○司会 (泉谷) 大 変お待たせいたしました。ただいまから都市高速鉄道第10号線京工電

鉄京王線 (笹塚駅～つつじヶ丘駅間)の 連続立体交差化 ・複々線化および関連側道の都

市計画素案などの説明会を始めさせていただきます。私、本日の司会を務めさせていた

だきます東京都都市整備局の泉谷と申します。どうぞよろしくお願いいたします。

説明会の進行につきましては、皆様から向かいまして左手に掲示してございます説明

会の式次第に従いまして進めさせていただきたいと存じますs本 日は会場の都合もござ

いますので、概ね 8時 半をめどに説明会を終了させていただきたいと思います。あらか

じめご了承をお願いいたします。

それでは説明会に入ります前に、本国の配付資料について確認させていただきたいと

思います。事前に皆様のお席には3種類の資料をお配 りしております。まず 1点 目でご

ざいますが、こちらの 「京工電鉄京王線連続立体交差化 ・複々線化および関連側道計画

等について」という、こちらの白い六ンフレットでございます。2点 目でございますが、

こちらの青い世田谷区の 「京王線沿線まちづくり通信」でございます。 3点 目でござい

ます。杉並区の 「京工線沿線まちづくりの基本的な考え方」でございます。こちらの緑

色のパンフレットでございます。もしお持ちでない方がいらつしゃいましたら、お近く

の係員までお申し出ください。よろしいでしょうか。

それでは次に、会場についてご説明いたします。本会場は飲食および喫煙は禁止とな

っております。ご協力をよろしくお願いいたします。

また トイレでございますが、向かつて左手の出入り口を出まして、ホールの左右両側

に トイレがございます。案内板が出ておりますので、それに従つてご利用ください。

携帯電話につきましては、説明会の進行の妨げになりますので、電源をお切 りいただ

くか、マナーモー ドに設定していただきますよう、よろしくお願いいたします。

また本 国の説明会では、ご意見や開催状況の確認のため、議事の録音や、会場内の写

真撮影をさせていただきます。こちらもあらかじめご了承を願います。

会場の説明につきましては、以上でございます。

,あいさつ

○司会 そ れでは初めに、説明者を代表いたしまして、東京都都市整備局都市基盤部交通



企画課長の小野からごあいさつを申し上げます。

○東京都 (小野) 皆 さんこんばんはsた だいま紹介がございました東京都都市整備局交

通企画課長の小野でございます。皆様方には本 田夜分にもかかわらず、またお忙 しい中、

ちょつときようは寒いですけれ ども、大勢の方々が本説明会にご出席賜りまして、識に

ありがとうございます.

また、 日 頃より東京都、世田谷区、杉並区の行政、さらには京王電鉄の鉄道事業など

に対 しましてひとかたならぬご理解、ご協力、ご支援をいただきまして、この場をお借

りしまして改めて厚く御礼申し上げます。

さて、本 国ご説明させていただきます計画は、地域の皆様 と地元区が
一体となった鉄

道立体化への熱心な要望活動、また、その実現に向けましたまちづくり
への取 り組みな

どが後押 しになり、私ども関係者が検討を進めてきた結果を、本 日、都市計画の素案 と

して皆様方にご披露させていただきます。

この都市計画の素案は、都市高速鉄道第10号線、いわゆる京王線ですけれども、笹塚

駅から仙川駅までの区間約7.lkmを 連続立体交差化するとともに、笹塚駅からつつじヶ

丘駅までの区間約8.3k mを複々線化するものでございます。また、これに関連いたしま

して、住宅地の環境保全や、駅へのアクセス、また防災機能の向上、こういつたものを

向上させるために側道などを整備する計画でもございます。

この計画によりまして、25カ所の踏切すべてが除却されることになります し、踏切で

の慢性的な交通渋滞が解消されるとともに、鉄道 によつて隔てられておりますまちが
一

体化することで、元気で安全快適なまちづくりが推進 されるとい うふ うに思つてお りま

す。

また、複々線化によりまして、朝ラッシュ時の混雑緩和、定時性の確保、また、多摩

地域から都心への所要時間の短縮、このような鉄道ネッ トワ
ークの強化も図られるとい

うふ うに思つてお ります。

詳 しくは、このあと上映いたしますスライ ドや、今お手元のパンフレットなどをご覧

いただければと存 じます.

また、ご不明な点につきましては、このあと用意 してございます質疑応答の時FH5、こ

ちらのほ うでご質問していただき、ご理解を深めていただければとい うふ うに思ってお

ります。

今後 とも、ここにお ります東京都、世田谷区、杉並区、京王電鉄を初めといたしまし



た関係者が力を合わせまして、一日も早い本計画の実現に向けて取り組んでまいります。

そのためには、地域の皆様方のひとかたならぬご理解、ご協力、ご支援をいただくこと

が不可欠でございます〕何とでよろしくお願いいたします。

以上をもちまして、甚だ簡単ではございますが、私からのごあいさつとさせていただ

きます。本日はよろしくお願いいたします。

・説明者紹介

○司会 続 きまして、本国の説明者を紹介させていただきます。

まずは東京都でございます。都市整備局都市基盤部交通企画課長の小野です。

○東京都 (小野) 改 めまして、小野でございます。よろしくお願いいたします。

○司会 建 設局道蕗建設部鉄道立体担当課長の花井です。

①東京都 (花井) 花 井でございます。どうぞよろしくお願いいたします。

○司会 続 きまして、世田谷区でございます。交通政策担当部長の工藤です。

○世田谷区 (工藤) 工 藤です。どうぞよろしくお願V半します。

○司会 鉄 道立体 ・街づくり調整担当課長の並木です。

○世田谷区 (並木) 並 木でございます。よろしくお願いいたします。

○司会 続 きまして、杉並区でございます。都市整備部長の上原です。

○杉並区 (上原) 上 原でございます。どうぞよろしくお願いいたします。

①司会 調 整担当課長の浅井ですも      ｀              十

○杉並区 (浅井) 浅 井でございます。どうぞよろしくお願いいたします。

○司会 次 に、京王電鉄でございます。鉄道事業本部工務部工事計画担当課長の堀です。

○京正電鉄 (堀) 堀 です。よろしくお願いいたします。

○司会 こ のほか、後列には関係職員が控えております。どうぞよろしくお願いいたしま

す。

・計画等の説明

○司会 そ れでは都市計画素案等の説明に入らせていただきます。

本 国は、皆様にわか りやすく説明できますよう、スライ ドをご用意 しております。ス

ライ ドの上映時間は約35分となってお ります。上映中は照明を落とさせていただきます

ので、ご了承を願います。



(スライ ド映写にて説明)

・質疑応答

○司会 続 きまして質疑応答に入らせていただきます。その前に司会者から幾つかお願い

がございます。

まず、本 日の説明会でございますが、会場の都合で 8時 半までの限られた時間となっ

てお ります。少しでも多くの方が質問できますよう、質問される方はまとめて簡潔にご

質問をいただけますよう、よろしくお願いいたします。

また、発言に際しましては、マイクをご用意してございます。担当者からマイクを受

け取つてからご発言をお願いいたします。また、質問が終わりましたら、マイクは担当

者のほうにお返 しをくださいますよう、こちらもお願いいたします。

最後に、恐縮ではございますが、質問される方は、差し支えがなければ、最初におと

ころ、お名前をお聞かせ願えればと存じます。例えば 「杉並区永福 1丁 目のだれだれで

す」といった形でお願いできればと考えてお ります。どうぞよろしくお願いいたします。

それでは、質疑に入らせていただきます。質問される方は拳手をお願いいたします。

それでは、前列の 2番 目の方。

●住民 (杉並区下高井戸 1丁 目 ・■■■■ ) 杉 並区下高井戸 1丁 目に住んでお ります0

■■■ と申します。この計画というのは、もう既に高架とい うことが前提 となっている

ようですけれ ど、地下化というtと はどうして考えられないのかなということが第 1点

の質問であります。

それから、ちょつと考えてみていただきたいんですけど、私 ども甲州街道沿いに住ん

でお ります。 したがつて、甲州街道には首都高が走ってお ります。その街並み、家並み

で北側の方々の視線が阻害されるということを考えることと、上原さん、考えてみてく

ださい。青梅街道と甲州街道を考えた場合、どちらのほうが街並みとしてすつきりして

いるかなとい うことが私のあれです。

それ と、世田谷区の方、考えてみてください。246の沿線 と、高架のかかっていない

沿線を考えた場合、どうなのかなと。我々のこれが計画が実行に移された場合、100年後

どうなのかなとい うふ うに考えた場合、視線が通る地下化がどうして進められないのか

なと。環 6に おいては非常に便利に高速道路を利用させていただいてお りますけど、地

下化が達成されてお ります。で、私どもが住んでいる京王線、堀さん、何とか地下化が



できないかなということをお願いしたいなというふうに思いますし、じゃ、逆に、地下

化をするために我々がどういう行動をとればそれが達成できるのかということを質問さ

せていただきたいと思います。以上です。

○司会 た だいまのご質問でございますが、大きく2つ の質問ということで整理をさせて

いただきたいと思います。まず、 1点 目でございますが、今回、併用方式を採用した構

造形式をどういう過程で決定してきたかというところの構造形式に関しての質問という

ことがまず 1点 。それと、2点 目としましては、街並みに関しての考え方についてとい

う質問ということで整理させていただいてよろしいでしょうか。それでは回答をいたし

ます。

①東京都 (小野) そ れでは、口■■口さんのご質問の
一番最初の質問に対しまして、東

京都のほうからお答えいたします。

地下化は考えられないのかというようなご質問だったんですけれども、先程上映させ

ていただきましたスライ ドでもご説明させていただきましたけれども、今回の構造に当

たりましては、いろいろ検討を進めております。その比較検討に当たりましては、在来

線を、または線増線も含めて高架化する4線 高架案、今、表が出ておりますけれども、

または4線 とも地下にする地下方式案、または在来線を高架にして線増線を地下にする

併用方式という、この 3つ をちゃんと整理をして比較をしております。

地形的条件、これは鉄道周辺の地形ですとか、既存鉄道の縦断だとか、そういう状況、

ごういう条件においては、それぞれ高架も地下方式も併用方式も同等だというような結

論が出ております。

次に、踏切の数はどれだけ減らせるんだろうという計画的条件なんですけれども、そ

れは高架方式と併用方式、これは25の踏切すべてを除却できるという形になりますが、

地下方式の場合につきましては、人幡山ですとか代田橋、この付近で 3つ の踏切が、例

えば迂回が必要になってきているとか、そういうことで、すべてを除却できないという

形になりまして、ここで高架と併用式のほうがすぐれているというふ うになります。

また、 3つ 目の条件でございますけれども、事業的条件、先程スライ ドでも金額の話

が出てお りましたけれども、地下方式ですと、検討の中では約3,000億円かかります。ま

た、高架方式と併用方式の場合は、比較検討の中で約2,200億円ということで、800億円

ほど安いということになります。

そうなりまして、 3つ の評価を総合的にや りますと、高架方式と併用方式が地下方式



よりもす ぐれているという結果が出ました。ただ、高架方式と併用方式については、そ

れぞれ同等な評価がありましたものですから、じゃ、次にということで、今までの計画

ではなくて、新たに都市計画の区域がかかるところ、そこの面積等を比較いたしまして、

一番拡幅する面積が小さい併用方式、それを採用したものでございます。ですので、地

下方式についても含めて検討 した結果、最も適 している構造が、私どもとしては併用方

式だとい うことで、本 日、皆様方にご説明させていただいております。

①世田谷区 (並木) 世 田谷区でございます。今ご質問がありましたように、まず、世田

谷区としての構造形式の考え方、これにつきましては、ほかの説明会でもご答弁してお

りますけれ ども、まず、鉄道の構造形式は、東京都が法律に基づいて決定をするとい う

立場でございます。そうした中、今、小野課長のほうからもご説明がありましたように、

さまざまな検討を踏まえた上で、最適な構造形式であると東京都のほうが示したものに

ついて、私どもはその形式で進めるべきものだと考えてお ります。

また、まちづくりの街並み等についてのお話がございましたけれども、私どもとしま

しては、そ ういつたいろんな条件から選ばれた鉄道の構造形式に合わせて、どうやって

よいまちづくりをしていくのかというのが我々の責務でございますので、これからまち

づくりを皆様 と
一緒にその中で考えていくとい うのが私 どもの仕事と考えてお ります。

①杉並区 (浅井) 杉 並区でございますけれども、先程、鉄道の構造形式等につきまして

は、世日谷区さんと全く同じ考えでございますけれども、まちづくりに関して、下高井

戸とか芦花公園とか桜上水でまちづくり協議会の支援をしていることもございますけれ

ども、その中で、まちづくりに関して今後、鉄道立体を契機に考えていくとい うことも

必要だと考えてお ります。

○司会 そ れでは、そのほかのご質問ございますでしょうか。それでは、奥から2列 目の

列の真ん中あたりから少し後ろのマスクをかけられている女性の方。

●住民 (杉並区和泉 ・― ) 杉 並の和泉からまいりました■■Hと 申します。質問と

い うよりも、こういう計画が出ていたとい うのは、 うわさには聞いていたんですけれ ど

も、私は京工線を使っていて、京王線に30ぐらいある踏切が開かずの踏切で困っている

というのを、あんま り実質的に感 じたことが、車に乗っているけど、なかったんですね.

それで、この計画は、うわさで聞いた話によると、道路特定財源とかでや られるとい う

お話を聞いて、道路のことだったら、踏切が邪魔だつたら、車の走る道路を地下にする

とか、電車の上を走らせるとかすれば済むんじゃないかなとぼんや り考えていたんですぅ



それはさておいて、京王線が高架になるという話を聞いてびつくりしたのは、私たち

が使っている京王線が高架になって、10m、 20m上 のほうを、生活しているところで電

車が走るとい うのを想像すると、ちょつといやだなと思つたんですね。それで、私は小

田急線 と東急線を知っていて、成城学園だけは小田急線も何の反対運動もないのに地下

になっている。それから、田園調布も駅が地下になっている。よく利用しているので、

とても気持ちのいい駅です。それに比べると、ほかの駅が全部高架になって、使ってい

らっしゃる方は、こんな高架になると、踏切はもうなくなったのに、線路の南と北、東

と北、その生活圏がなぜだか分断されている。それはどうしてかとい うと、高架ができ

ることによつて 日影がすごく多くなって、それからそれに付設 された草道ができるので、

人が歩けなくなって、何 となく物騒になるので、何かあまり環境がよくなくなっている

んです。

だから、この道路特定財源 というのは、京王電鉄が15%で この事業をなさって、残 り

の85%を 、聞いたところによれば国から来た予算でもつて賄えるんですから、これから

21世紀の時代に突入 していく、環境といわれている時代なので、もうちょつと生活の環

境がよくなる計画をしてもらえたらうれしいなと、ぼんや り思つているんです。

そのためには、コンクリの物体をずつと長いこと8kmも つ くるよりも、どうせ税金

を使 うんだったら、できるんだったら、すべて地下にして、今、京王線が走っていると

ころを緑地帯にした りして防災とかに役立てていただけたらうれ しいなとぼんやり思っ

ている一主婦なのでございまする

それで、ちよつと伺いたいのは……。

○司会 申 し訳 ございません。もう少し、お時間も限られてお りますので、簡潔にお願い

いたします。

●住民 (杉並区和泉 ・■■■ )伺 いたいのは、この 「都市計画案の作成」というのがい

つごろできるかとい うことと、それから、この都市計画審議会がいつぐらいに開催され

るかとい うことと、それから、「環境影響評価書の作成」、これがいつぐらいに予定され

ているかとい うことをちょっと教えていただきたいんですけれども…….以 上です。

○司会 た だいまのご質問ですが、大きく2つ のご質問とい うことで整理させていただき

たいと思います.ま ず、 1点 目が、構造形式、今回、併用方式を採用 したという、先程

と同様にもなるとは思いますが、そちらが他地区等も考えた上で、どうしてこうなるの

かという点についてということがまず 1点。 2点 目につきましては、今後の都市計画手



続きの時期、どのようなスケジュールで進めていくのかとい うご質問ということでよろ

しいでしょうか。それでは、回答をいたします。

○東京都 (小野) そ れでは、手続きのスケジュールといいますか、いつごろだというこ

となんですけれども、まず、今、画面に流れていますけれども、本 日、「都市計画素案の

説明会」を行ってお ります。「都市計画案の説明会」は、今大体考えているのは、今回説

明会をや りまして皆様のご意見を伺って、それを参考に都市計画案をつくっていくわけ

なんですけれ ども、大体23年の春です とか、夏ですとか、そのあた りを目標に考えてお

ります。そ して、都市計画審議会に付議をいたしまして、都市計画決定をするのが、私

どもとしては24年度内にはぜひ都市計画変更をしたいというふ うに考えてお ります。

この表で右側に 「環境影響評価準備書の説明会」というのがありますけれども、その

前に準備書をつくります。ちょうどその 「都市計画案の説明会」と同時開催で 「環境影

響評価準備書の説明会」をや らせていただきます。ですから、先程申し上げましたよう

に、大体23年の春 とか夏とか、そのあたりにぜひ皆様の前にまたご説明に上が りたいと

いうふ うに思つてお ります。   「

○司会  申 し訳ございません。構造形式の話につきましては、先程 と同様で、 3つ の条件

に基づいて検討をして、結果、併用方式が一番最適であるということを東京都 として判

断をしたとい うことでご了解をいただきたいというふ うに考えてお ります。

○東京都 (花井)な ぜ単独の立体交差をやらないかというご質問でございますけれども、

連続立体交差事業とい うことでく数多くの踏切を同時に除却 していくという事業でござ

います。単独の場合は、例えばその箇所が非常に限られているです とか、その費用対効

果を見ていつたときに、そちらのほうが優位になるということで考えてございます。

なお、今回の京王線につきましては、全体で25カ所の踏切がございます。先程の質問

にもございましたけれども、ピーク時間に40分以上閉まっているのが開かずの踏切とい

うことになってございまして、非常に地域に深亥Jな影響を及ぼしているいうことでござ

います。これ らを同時に除却 して、交通渋滞や安全性を図るとい うことで連続立体交差

事業で取 り組んでいきたいと考えているところでございます。

なお、連続立体交差事業につきましては、東京都内で約1,200ぐらいの開かずの踏切

がございまして、これ らの
一刻も早い解消が必要ということになっていまして、その中

から平成16年度に東京都が踏切対策基本方針というものを発表いた しまして、その踏切

を解消していく上で連続立体事業として検討すべき区問とい うことで、この京工線が位



置づけられてまいりました。その中で、今回のような検討を進めてきた結果が、今回の

この素案説明会ということになっております。それで東京都といたしましては、この連

続立体交差事業で進めるのが適切であると考えているところでございます。

失礼しました。開かずの踏切は270でございました。訂正させてください。

①司会 そ れでは、そのほかのご質問をお受けいたします。それでは、一番奥の、今、手

を挙げていらっしゃる男性の方、お願いいたします。

●住民 (世田谷区烏山 ・     烏 山からまいりました日■■■と申します。まず、

連続立体交差事業の工事と複々線化の工事を別々に進めるというのに非常に疑問を感じ

ます。また、対象範囲の全線を改めて複々線化する根拠が不明です。もともと京王電鉄

さんは特定都市整備準備金を積み立てて、長大編成化と大型化を行つたんですけれども、

ほかの私鉄と違うのは、唯一複線化をその中に織り込んでいなかったというふ うに理解

してお ります。他山の石としてぜひ知っていただきたいんですけれども、乗客の伸び悩

みなどで結局中止になった西武新宿線の地下急行線の計画の二の舞にはなってほしくな

いと思います。          |

疑問に思うのは、毎朝、私も利用しておるんですが、全線を複々線化しなくても、東

急目黒線の地下化工事で行ったように、一部追い抜き線を増設するだけで十分な効果が

あるのではないかと思つております。実際に利用して、いつもスピー ドが落ちるのは、

桜上水から笹塚の間ですから、その間で追い抜き線を創設するだけで十分な効果が得ら

れるのではないかなと思っておjります。

ここからが質問です。東京都にお伺いしたいんですが、国土交通省に採択された代田

橋一人幡山間の事業費が1,020億円になっておりますけれども、その算出時に使用された

構造形式を教えてください。で、本日の説明の全体で2,200億円、あるいは3,000億円と

いう、これとのつながりを教えていただきたく思います。

改めて、これは既に採択された代田橋一人幡山以外、具体的には人幡山一仙川PH3を改

めて採択をしようという話でしょうか。

続いて、京王電鉄にお伺いします。輸送人員の今後の予想を教えてください。全線複々

線化するに当たって、どういった予想をされているんでしょうか。この中間期の決算説

明会では、その点については何も触れていらつしゃいませんでした。先程申し上げたよ

うに、全区問複々線化ではなくて、
一部複々線化するようなことは検討されなかったん

でしょぅか。あるいは、今後検討する余地はないんでしょうか。



また混雑緩和のためにも必要であると認識 してお ります。これにより、お客様の分散乗

車が図られるなど、今回の計画区間における輸送サービスの向上に寄与するものと考え

てお ります。ただ、開かずの踏切の問題とい うのは、この地区において大変大きな課題

であるとい うふ うに当社としても認識 してお りますので、まず最優先に解決 しなければ

ならない課題 と当社 として認識 してお ります。事業主体である東京都や地元区と協力 し

ながら、まずは連続立体交差化に取 り組む意向であります。

それから、需要予測ということでございますけれども、ベースとなっているのは東京

都の人口予測をベースにしてお ります。 日本国全体では減るというようなお話も当然ご

ざいますけれ ども、当社沿線におきましては、それほど減らないであろう、横ばいであ

ろうとい うような状況でございます。

それから、もう1点 、財源についてでございますけれども、これは当社の事業の中で

適切に対応 してまい りたいと思つてお ります。

京工電鉄からは以上でございます。

○東京都 (花井) 引 き続き東京都からご回答いたします。

新規着工準備採択時の1,020億円の算出がどうい う内容かとい うご質問だつたかと思

いますけれ ども、これにつきましては、代田橋から人幡山駅付近の区間でございまして、

連立線のみの事業費になってお ります。つまり、線増線、地下線は含まないという数字

でございます。

あと、人幡山から先の、人幡
‐
出から仙川駅付近 についてはどうかとい うことでござい

ますが、この区間につきまして、 9カ 所の開かずの踏切がございます。これもすべて、

ピーク時間 1時 間当た りの遮断時間が50分以上 となってございます。このようなことか

ら、交通渋滞や地域分断が極めて深亥」であるというように考えてございます。

また、地元世田谷区も、この鉄道 と交差する補助第216号線の整備計画を具体化 した

ことから、都 として
一
体的に取 り組んでまいったところでございます。このようなこと

から、新規着工準備採択として進めてまい りたいと考えているところでございます。

①司会 そ のほか、ご質問のほうはございますでしょうか。それでは、こちらの列の
一番

後ろの帽子をかぶつている男性の方.

●住民 (匿名 ) き よう、会場には賛成の方、反対の方、両方の立場の方がいらっしゃる

と思います。 申し訳ありませんが、ちょっと匿名にさせていただきます。立場は、恐ら

く土地を取られるであろうと思われる近隣住民です.き ょう、会場にいらつしゃる方、

11



皆さん気にしているのは、自分の土地がどれぐらい取 られるのか。丸ごと取られればま

だそのほ うがいいんだけれ ども、一部削られるようなことだと具合が悪い。正確な測量、

そういったのがいつできるのか。そして、
一部 トンネルのようですけれども、換気塔、

煙突がところどころにできると思います=こ れはどこにできるのか、

東京都にお聞きしたいんですけれども、当然、環境影響評価をこれから調査されると

思います。環境影響評価には、ぜひとも低周波の調査を入れていただきたい。残念なが

ら日本にはまだ低周波の法律つてないんです。なんでないかといったら、低周波が原因

で病気になる人もいれば、病気にならない人もいるからです。騒音ですと、19人中10人、

100人中100人ともうるさいと言いますけれ ども、低周波、外国では法律があるところも

あるんですけど、ただ、今、高齢社会、老人になれば低周波が原因の病気になりやす く

はなると思います。私もできれば長生きしたいので、そういつたことの調査あるいは対

策もしていただきたい。

さらに、公聴会 というのも東京都で開かれると思います。公聴会はただしゃべるので

はなくて、我々しゃべるほうもスクリーンを使わせてもらうことができるように。ただ

しゃべつているだけだと、わけわからないですよね。公述人のほうもスクリーンを使っ

てしゃべ らせていただくようにしていただければ、大変ありがたい。

世田谷区と杉並区の方にお伺いしたいんですけれども、今回、大きく分けると高架方

式と駅前広場に分かれると思います。駅前広場に関しては、世田谷区か杉並区の広報紙

等を使って、小さな説明会、あ
‐
るいはみんなで懇談会 どい うのをちょこちょこつくって

いただきたい。きょうの説明会を通して、10回近く説明会が開かれますけれども、どん

な質問が出たか、そ ういつたのをあとでまとめて、世田谷区のどこか公民館 とか、杉並

区の公民館に印刷 して置いておいていただきたい。きょう、出られなかった方々にも聞

いていただきたいと思 うんです。

最後に、事業費なんですけれども、先程、男性の方がおっしゃっていましたけれども、

小日急 さんなんかでも運賃上乗せつてやつていましたよね。10円上乗せとか、20円上乗

せ.京 王 もかつてやつていましたし10円か20円上乗せ。また元の料金に戻したというこ

とがあります。運賃10円、20円害」り増しになる。あるいは定期券の害」引率が少 し小さく

なるのか。そこら辺です。ちょっと時間がないので、イエス、ノーで構わないので、よ

ろしくお願い します6

①司会 た だいまのご質問でございますが、まず 1点 目につきましては、用地買収の手続
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き等がどういう形で進んでいくのかという点、用地買収の手続きに関する点が 1点、 2

点目としましては、環境影響評価の内容についてということが 2点 目のご質問、3点 目

の質問としましては、駅前広場の説明会等の開催についてどのように考えていくのかと

いう点が 3点 目の質問としてございます。 4点 目の質問としましては、事業費に関連し

て電車の運賃等が今後どうなるのかというご質問、以上 4点 ということで整理させてい

ただきます。よろしいでしょうか。それでは回答をお願いいたします。

○東京都 (小野) そ れでは、ちょっと環境アセスの件につきまして私のほうからお答え

をいたします。

まず、低周波についての対応ということでございますけれども、当然、今後、環境影

響評価方法書の作成から入 りまして、環境影響評価法に基づきました手続きを進めてま

いります。その中で適切に対応 していきたいというふうに考えております。

また、公聴会でちゃんと意見を聞いてくれというお話がございました。今、(スライ

ドに)出 てお りますけれども、今後の手続きの中では、まず
一番最初に環境影響評価準

備書をできた段階でこのような説明会を開かせていただいて、皆様のご意見をちゃんと

伺います。

そのあと、環境影響評価書をつくりまして、その中で都民の声を聞く会というのが、

今度は東京都の環境局が開催する、皆様のお声を聞く、そういう会をつくります。そこ

でまた改めて、公聴会とはいわないんですけれども、その会で皆様方の意見を聞くとい

うことで、意見書を出していただくほかにも、
‐
ちゃんどそ ういう説明会なり都民

‐
の皆さ

んの声を聞く会というのがございますので、そこで環境影響評価に対する皆様の声を聞

こうというふ うに考えております。

①東京都 (花井) 私 のほうから、用地がどのぐらいかかるかというご質問についてお答

えいたします。

きょう、両4Rlに図面を張ってございます。これで大体概ねの場所が見れるような状況

になっています。ただ、この図面につきましては、航空演」量をもとにつくつた図面でご

ざいますので、現地と若子の差異が生じている場合がございます。まず、現在の状況で

あれば、これでご確認 していただくという方法しかないというのが今、状況でございま

す。

なお、その場合につきましては、きょう、お手元に 「都市高速鉄道10号線」という京

王線のこういう白いパンフレットがございます。この裏側にお問い合わせ先というのが



東京都、世田谷区、杉並区、京王電鉄と書いてございます。それらの窓口で個別に対応

させていくことが可能でございますので、もし必要であれば、お問い合わせいただける

とありがたいと思つています。

なお、確定するのがいつぐらいの時期かということなんですけれども、「工事着手ま

での流れ」ということでスクリーンのほうに示してございますけれども、確定いたしま

すのは、「都市計画事業認可」というのが、丁度 2つ の矢印が合わさったところに出てま

いりますが、これと前後する時期ぐらいになるかと思います。それで、そのあとに 「用

地補償説明会」と書いてございます。この中で用地の補償等について詳しいご説明をさ

せていただくことになっております。

なお、都市計画の事業認可でございますが、現在のところ、平成25年度の取得を目標

として進めております。どうぞよろしくお願いいたします。

○世田谷区 (並木) 世 田谷区でございます。先程、私ども駅前広場基本構想 という形で

お示しをさせていただいている中で、そういつた小さないろんな説明会とか、そういう

ものも設けていただきたいというお話を伺っておりますど現在、世田谷区、杉並区の皆

さん自身も、まちづくり協議会ですとか準備会というのを各駅ごとに開かせていただい

ております。住民の方自主的に開いていただきまして、私どもはその支援をや りながら、

まちづくりを考えているところでございます。

そういった中、私どもは今、まちづくりの基本構想 としてお示ししておりますのは、

先程、スクリーンの中でもご説明しましたよう
｀
に、区どしての駅前広場、交通ネットワ

ークの考え方というのをお示しさせていただいておりますので、こういつたものをまた

ベースとして、そういつた協議会の皆様ですとか、周辺の地域の方の意見を伺いながら、

これから計画を具体的につくってまいります。

また、その地域でいろいろな意見があつたものを、なるべく広く知つていただくため

に広報もしくはそういつた出張所等にも置いていただきたいという話がございますが、

今お手元にお配りしているような 「まちづくり通信」、これを大体定期的にお出ししてお

りまして、そういつた中で、こういう意見がありますとか、こういうまちづくりをして

いますということは、当然お話ししていくことになりますし、昨年度、私ども、「まちづ

くリオープンハウス」という形で、出前講座みたいな感じで、世田谷区の出張所ですと

か、そういうところで皆様に見ていただけるような、そういうものをやつていたりもし

ます。そういったことの取組もこれから考えていく中で、なるべく多くの方に知ってい
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ただけるような取組を考えていきたいと思つておりますので、ご理解のほうをよろしく

お願いいたします。

○杉並区 (浅井) 杉 並区でございます.杉 並区でもまちづくりについて、まちづくり協

議会、下高井戸駅周辺、桜上水駅周辺と協議会の支援をしてお りまして、その中でいろ

んな声があります。その中で、京工線の駅が基本的に杉並区内ではなく世田谷区内にあ

るということもございますけれども、杉並区がその検討協議会の中でいろんな検討をさ

れていつたことにつきましては、まちづくリニュース等を使いまして、皆様にお知らせ

をしていく、また、杉並区に検討協議会等で、開かれた協議会でございますので、そこ

から出された提言等ございましたら、それについては広く、また区民の方にお知らせを

しながら、まちづくりについて努めてまい りたいと考えてお ります.

○京王電鉄 (堀)京 王電鉄でございます。それでは運賃についてということでご質問が

ありましたので、国答させていただきます。

当社では、昭和62年の12月に特定都市鉄道整備事業の認定を受けまして、京工線での

全線 10両編成化 とい う工事、長編成化工事を実施 してまい りました。これによりまして、

最も混雑する区間、現在、下高井戸から明大前の朝ラッシュ時が
一
番混むんですけれ ど

も、これが認定時が189%の混雑率であったものが、現在、169%と なりまして、国土交

通省が示 してお ります当面の目標値の180%を クリアしたとい うことで、事業が完了した

ときに、値下げとい う形で運賃改定を実施 したことはございます。

国の長期 目標 といた しましては、混雑率は150%、 これ は肩が触れ合 う程度で、新聞

は楽に読めるとい うふ うに指標 として示されてお りますけど、こういつた長期 目標に向

けて我々も複々線化に向けて動いていきたい。ただ、運賃等につきましては、その事業

実施時のお客様のニーズであるとか、社会環境、こういつたものを見極めながら適切に

対応 してまい りたいと思ってお ります。

①司会 そ のほか、ご質問の方、ございますでしょうか。それでは、前列の黒いカバンを

お持ちの方。

●住民 (杉並区下高井戸 ・―  下 高井戸の口■■ ですけど、京王線は何年にでき上

がる予定で説明してるんですか。何年度完成の予定ですか。

①司会 ま とめてご質問いただければ、お答えいたしますので。

●住民 (杉並区下高井戸・口■B) い つ完成するつもりで話しているのか。完成の予定

日6



○司会 そ うします と、事業の実施時期 といいますか、スケジユ
ールということでお受け

いた します。それでは回容いたします。

○東京都 (花井)工 事完成時期の予定のご質問かと思います。先程、「都市計画事業認可」

とい う、いわゆる事業の着手を平成25年度の目標にしているということを申し上げまし

た。大体そのあと2年 後 ぐらいから工事に入つていければと考えてお りまして、工事は

事業着手から大体10年ということを今想定 してお りますので、平成34年度に連続立体交

差事業を完了させたいという目標を持ってお ります。その後、引き続き京王電鉄で複々

線化の事業を進めていくということを考えてお ります。よろしくお願いいたします。

○司会 そ のほか、ご質問の方ございますでしょうか。それでは、
一番奥の手を挙げた男

性の方。

●住民 (日野市 ・口■■■ )日 野市在住の口■■口 と申します。よろしくお願いします。

主に複々線化の話でちょつとお伺いしたいんですけれど、線増線ですね、地下でずつ

と掘つていく形に計画案ではなっていると思 うんですけれど、そちらには中間には全 く

駅が建設 されないとい うことでよろしいんでしょうか:

あと、複々線化の区間が笹塚から、現状です と、つつじケ丘までとなっていると思 う

んですが、交通の乗客の分かれが調布だと思 うんですね。調布でいわゆる本線 と相模原

線 と分かれる形になって、そこまですごい混雑が、現状でも特急とか準特急にすごい乗

客が集中して、混雑がされていると思 うんですけど、調布まで今後、具体的な期 日とか

は結構ですけれ ど、工事が終わちたあとでも結構なんですけど、する予定とい うのはあ

るのかどうか。

あと、ちょっと違 うんですけど、高架化 と地下化の方式に関してなんですけど、もし

地下方式でされる場合、完全地下方式にされる場合、人幡山で
一度、既存の施設を使 う

とい うことで、高架に上がるということなんですけれど、正直、アップダウンが激しく

て、結構、運行 とかに支障というほどでもないと思うんですけど、負担がかかると思 う

んですね。人幡山を完全に捨てて地下にするという考え方はなかつたのか。もしくは、

考えられていたのであれば、その費用の増減 というのがもし考えていたのであれば、そ

れをお伺いできればと思います。

あと、複々線化 した際の簡単なダイヤ案 といいますか、運行本数 とか、簡単で結構で

すので、考えているのであれば、お聞かせいただきたいと思います。

①司会 た だいまのご質問ですが、 4点 とい うことで整理させていただきます。まず 1点
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目が、線増線の中間駅を設置するのかしないのかとい う、その考え方についてというも

のがまず 1点 。 2点 目につきましては、調布以西の今後の運行計画についてということ

が 2点 目s3点 目につきましては、人幡出を地下化する場合は検討 しているのかといっ

た、構造形式の考え方という点が 3点 目さ 4点 目につきましては、線増線の運行計画、

運行の考え方についてという、以上 4点 とい うことで整理させていただきます。それで

は、回答いた します。

①京王電鉄 (堀) 京 王電鉄でございます。それでは回答させていただきます。

まず、複々線化につきましては、先程もお話 ししましたが、多摩地域 と新宿方面を結

ぶお客様の速達性の向上、旅客のお客様の分散を目的 としてお りますので、中間駅をつ

くる計画はございません。

また、つつ じヶ丘、調布間につきましては、スライ ドの最初のほうにございましたが、

もともと笹塚から調布の区間が 4線 並列高架方式で都市計画決定されております。すな

わち、今、調布は地下化で変更して立体化の工事を進めてお りますけれども、つつじヶ

丘以西につきましても複々線化の計画はございます。
'

それか ら、アップダウンすると運行ができないのではないかということですけれども、

技術的に言えば、鉄道の最急勾配は3.5%、100m行 って3.5mと い うのが中間部の最急勾

配なんですけれ ども、これで計画しておりますので、上に行く、下に行くからといって

運行できなくなるといつたことはございません。

最後、もう1点 、本数でございますけれども、これはまだ未定ではございますけれど

も、現在、例えば上 り線で見ると、相模原線 と本線から調布の駅に向かう本数 というの

が 1日 に大体400本ございます。
一方、笹塚から本線の新宿駅もしくは新線新宿駅に向か

う本数 とい うのが大体480本ございます。ですが、今、中間部、明大前から代田橋方面に

行く特急 も急行も合わせてというのが360本程度 とい うことになってお りますので、中間

部を複々線にできれば、その分、前後と同じような形の本数は連行できるであろうと。

ただ、これが高架で運行するのか、地下で運行するのか、その点につきましては、完成

時のお客様のエーズであるとか、沿線の開発状況であるとか、人口動向などを見極めな

がら、適切に対応 してまいりたいと思ってお ります。

私からは以上でございます。

○東京都 (花井) 東 京都から、人幡山を地下にすることは検討 しなかったのかというご

質問についてお答えいたします。



まず、人幡山駅の高架でございますが、前提として考えなければならないことがござ

います。まず、この構造物につきましては、健全度調査というものを実施しておりまし

て、健全度には問題がないとい うこと.ま た、耐震補強工事についても実施をしている

というようなことがございます。ですから、まず既存の健全な構造物を有効に活用して

いくとい う視点が 1つ としてございます。

また、現在、供用 している駅の下を工事するということでございますので、駅をつく

るとしてもかなり深 くなってくるということで、利用者の方にご不便をかけてしまうと

いう点がございます。

また、工事をするといたしましても、現在、高架化となっている直下で施工を行って

いくために、仮設工事がかな りかかってまいります。万が
一、工事をやるとい うことで

試算 してまい りましても、大体、上北沢から芦花公園の間の人幡山駅の部分で地下に連

立線をつ くりまして、そのあとに高架化の駅を撤去するとい うことを考えます と、約350

億円の費用が予想 されるとい うことになってお ります。このようなことから、現在の人

幡山駅を壊す よりも、この高架橋を利用していく計画のほうが優れているという結論に

至ってお ります。よろしくお願いいたします。

①司会 そ のほかのご質問のほ うに移らせていただきたいと思いますが、大変恐縮ではご

ざいますが、お時間のほうも限られてまいりましたので、最後に、今、手を挙げていら

つしゃる方の うち、非常に申し訳ございませんが、 2名 の方で質問のほうを締め切らせ

ていただきたいと思います。 L

なお、本 日ご質問ができなかった方、または説明の内容についてもう少 し詳しく聞き

たいとい う方につきましては、先程もお話いたしましたが、この白いパンフレットの裏

面に問い合わせ先が記載 してございますので、そちらのほうにお問い合わせのほうをお

願いしたいと思います。申し訳ございません.

それでは、質問のほうをお受けしたいと思いますが、手をお挙げいただけますでしょ

うか。それでは、そちらの女性の方お
一人と、そちらの男性の方。お二人の質問をまと

めてお受けしたいと思います。

●住民 (世田谷区松原 2丁 目・■■■D 世 田谷区松原 2丁 目の       と 申しま

す。 2点 質問させていただきたいんですけれども、まず、この事業の総額の予算という

のは幾らになるのかということと、あと、税金ですとか、利用者の負担というのはそれ

ぞれ幾らになるのかということを教えていただきたいということで、お願いいたします。



○司会 た だいまのご質問ですが、事業費の総額、総事業費についてと、その事業負担、

利用者負担なのか、税負担なのかという点、そちらでお受けいたしますさ

それでは、その次の女性の方で、奥から2列 目の方.

●住民 (世田谷区松原 3丁 目 '■■■■ ) 世 田谷区松原 3丁 目の日■■■ と申します。

2点 ご質問させていただきます。

1つ は、環境影響評価に関してなんですけれども、昨年の 1月 に区のほうに確認した

際には、環境影響調査後に結果を公開して、住民の意見を募って案を作成するというふ

うに伺っていたんですけれども、今回、先程の構造形式比較条件の中に3つ ありました

けれども、その中に環境影響的な条件というのが含まれていなかったのは、調査がこれ

からだというふうに認識しておりますが、なぜ環境影響評価の前に案をつくられたのか

という質問です。住民にとっては、その環境影響というのが最も重要だと考えておりま

す。

もう1つ の質問は、先程の人幡出の件に関係するんですけれども、地下化の場合に3

つの踏切が除去できないということでしたが、その理由は、既存の高架駅を残すから、

人幡山とか笹塚を高架のまま残すから、そのような踏切が残ってしまうということにな

るのでしょうか。以上です。

①司会 た だいまのご質問でございますが、まず 1点 目が、環境影響評価手続きについて、

その時期がどういつた時期になるのかというご質問ということで整理させていただきま

す。それ と、手続きが事前にとい うか、いつからという
~こ
とですね。

続いて 2点 目が、人幡山の越えたところで地下化をする際に踏切が除却できないとい

う理由についてということで整理させていただきます。

●住民 (世田谷区松原 3丁 目・―  オ
ール地下化の場合に 3つ の踏切が除去でき

ないというマイナスがあるとおつしゃいましたけれども、それは今高架になっている駅

をそのまま残すから、そのようなことになるんでしょうかと聞いたんです。

①司会 は い。その辺も含めて地下化が除却できないという理由についてということで整

理させていただきます3

それでは、以上のお二方のご質問について回答をさせていただきます。

①東京都 (花井) そ れでは東京都からお答えします。

総事業費と、あと、費用負担がどのようになっているかというご質問だつたと思うん

ですけれ ども、終事業費につきましては、今の併用方式という方式ですと、総事業費で
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2,200億円でございます。そのうち、連立にかかわる部分等につきましてが大体 7割 ぐら

いの費用になってございます。その連立の中から、連立だけにかかわる費用負担につき

ましては、国土交通省の要綱がございまして、それに基づいて国、東京都、あと地元区、

鉄道と協議をしていくことになります。その場合の負担率なんですけれども、在来線を

立体化する場合につきましては、15%を 鉄道事業者、あと、その残 りの85%を 国と東京

都 と地元区が負担することになります。85%の うち、半分が国、残 りの半分を 7対 3で

東京都 と地元区が負担するとい うのが考え方でございます。

なお、具体的な負担額につきましては、今後、詳細な協議によつて決定してまいる予

定でございます。

あと、地下化する際、笹塚と人幡山が高架になっているから、そこから潜るために踏

切が支障 となるのではないかということでございます。先程来、説明をさせていただい

ています、この構造形式を決めるに当た りまして、地形的条件、計画的条件、事業的条

件 という3つ の条件で検討してございます。これは計画的条件 ということになりまして、

踏切の除却数等を検討するものになってお ります。その場合、先程申し上げた笹塚駅、

人幡山駅でございますけれども、構造物の健全度があるとい うことと、耐震補強がされ

ているとい うことから、有効に使っていこうということから考えます と、そこを使って

下ろしていく。その場合につきましては踏切が支障となるということでございます。

なお、事業的条件につきましては、地下方式が約3,000億円、そして高架方式、併用

方式が約2,200億円とい うことで、比較設計上(約 800億円の差があるということでござ

います。例えば、人幡山駅を取 り壊 して地下にするという場合を考えると、350億円等か

かる。また、笹塚駅についても、同じように多額の費用がかかるとい うことで、やはり

現在、併用方式が最適であるという考え方をしてお ります。

①東京都 (小野) そ れでは、アセスについてご説明を申し上げます。

構造形式の選定に当たりましては、先程も申し上げましたように、地形的条件、計画

的条件、事業的条件、大きくはその 3つ の項 目で評価をしてお ります。アセスにつきま

しては、今後、都市計画の素案を前提に環境影響評価法に基づきまして、その前提に基

づいて、環境に及ぼす影響について調査、予測または評価を行 う予定でございます。

環境への配慮につきましては、環境影響評価法に基づきまして適切に環境影響評価を

実施いた しまして、周辺地環境に影響を及ぼすことが少なくなるように、必要に応 じた

対策等を誘 じてまい ります.



以上でございます。よろしくお願いいたします。

①司会 そ れでは、質疑のほうはここで終了させていただきます。さまざまなご意見、ご

質問ありがとうございました。

・閉 会

○司会 こ れをもちまして本日の説明会を閉会 させていただきたいと思います。改めまし

て、長い時間にわた り大変ありがとうございました。

午後 8時 38分 閉 会




